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雑

収　助

昭
和
五
十
六
年
末
の
同
志
社
大
学
に

お
け
る
説
話
文
学
会
例
会
が
、
一
つ
の

契
機
と
な
っ
て
、
新
し
く
説
話
・
伝
承

学
会
が
発
会
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実

は
、
同
志
社
に
お
け
る
例
会
の
開
催

も
、
小
生
の
仲
立
ち
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
ゆ
え
に
、
ゆ
き
が
か
り
上
、
こ
の
学

会
の
結
成
に
も
、
音
頭
を
と
る
は
め
に

は
、
国
文
学
の
主
流
を
任
ず
る
彼
等
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
当
然
な
の
か
も
し
れ

ぬ
。
が
、
久
し
く
文
化
を
先
取
り
す
る

気
運
に
あ
っ
た
京
都
・
関
西
を
思
え

ば
、
そ
の
保
守
的
姿
勢
は
、
文
化
の
地

盤
沈
下
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ

る。

そ
の
説
話
・
伝
承
学
会
は
、
国
文

立
た
さ
れ

て
し
ま
っ

た
。
　
　
　
　
　
国
際
化
・
学
際
化
の
な
か
で

関東・

東
京
方
面

の
先
達
や

福
　
田
　
　
　
晃

学
・
国
史

学
・
民
俗

学
・
文
化

人
類
学
・

国
際
説
話

学
な
ど
の

仲
間
に
協

力
を
依
頼
す
る
と
、
多
く
が
「
関
西
・

京
都
中
心
の
全
国
的
学
会
が
あ
る
の
は

よ
い
」
と
賛
じ
て
く
れ
た
。
が
、
地
元

の
京
都
・
関
西
勢
は
、
そ
う
単
純
に
は

動
い
て
は
く
れ
な
い
。
特
に
頑
迷
な
人

々
は
、
有
名
国
立
大
学
の
国
文
学
者
た

ち
で
、
「
こ
れ
以
上
、
新
し
い
学
会
は

い
ら
ぬ
」
と
冷
や
か
で
あ
る
。
あ
る
い

各
研
究
者

が
、
学
際
的
立
場
に
身
を
寄
せ
て
、
説

話
・
伝
承
の
総
合
的
比
較
研
究
を
試
み

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
学

際
的
研
究
や
総
合
的
研
究
は
、
一
一
香
う
は

や
さ
し
く
、
そ
の
成
果
は
容
易
に
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
学
会
が
あ

れ
ば
、
そ
の
研
究
が
か
な
え
ら
れ
る
と

い
う
も
の
で
も
な
い
。
あ
る
い
は
学
会

五
八

は
、
所
詮
、
互
い
の
視
界
を
刺
戟
す
る

お
祭
り
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
望
ま
れ

る
の
は
、
そ
の
な
か
か
ら
地
道
な
共
同

研
究
が
生
ま
れ
、
個
別
の
比
較
研
究
が

お
こ
ろ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
三
月
中
旬
、
松
前
健
教
授
と
も

ど
も
、
国
立
民
俗
博
物
館
主
催
の
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
　
『
日
本
民
族
文
化
の

源
流
と
比
較
研
究
』
＜
民
間
説
話
V
に

参
加
し
た
。
僅
か
四
日
間
の
討
論
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
の
比
較
研
究
の
容
易
な

ら
ぬ
こ
と
と
、
視
界
の
拡
大
の
要
請
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

ま
た
同
下
旬
に
は
、
韓
国
・
仁
荷
大
学
の

招
き
で
、
同
人
文
科
学
研
究
所
主
催
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
に
加
わ
っ
た
が
、

そ
こ
で
の
実
感
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

っ
た
。
学
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
は
、

普
遍
的
研
究
成
果
に
道
を
開
く
に
過
ぎ

ま
い
。
今
、
小
生
ら
に
要
請
さ
れ
る
こ
と

は
、
学
際
化
・
国
際
化
の
う
ね
り
を
受
け

と
め
な
が
ら
、
実
の
り
あ
る
研
究
体
制

を
整
え
る
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
十
八
回
大
会

日
時
　
昭
和
五
十
九
年
六
月
十
日
（
日
）

自
午
前
十
時
　
至
五
時
二
十
分

場
所
　
立
命
館
大
学
　
末
川
記
念
会
館

一
研
究
発
表

（
午
前
の
部
　
司
会

生）
百
合
若
大
臣
伝
承
諭

矢
数
排
譜
の
文
芸
性

－
『
西
鶴
俳
讃
大
句
数
』

『
雪
国
』
論

（
午
後
の
部
　
司
会

恭）

元
田
与
市
・
友
田
悦

大
石
康
夫

稲
岡
麻
理

を
中
心
に
－

辻
本
千
鶴

坪
内
稔
典
・
増
田
茂

「
貴
船
の
本
地
」
に
関
す
る
一
考
察
　
　
三
滴

俊
介『
記
紀
』
重
出
歌
謡
の
問
題
　
富
岡
　
薫

金
子
春
夢
の
小
説
　
声
谷
信
和

二
　
講
演
食
物
と
言
葉
　
前
田
富
麒
（
大
阪
大
学
）

三
　
総
会
（
午
後
四
時
三
十
分
～
五
時
二
十
分
）

会
長
松
前
健
教
授
の
挨
拶
の
後
、
議
長
（
国
東

泰
平
・
山
下
伸
仁
）
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

ま
ず
昭
和
五
十
八
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
決
算

報
告
（
別
項
I
）
、
同
監
査
報
告
が
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
つ
い
で
昭
和
五
十
九
年
度
の

活
動
報
告
（
機
関
誌
『
論
究
日
本
文
学
』
刊
行
・

日
本
文
学
談
話
会
・
国
語
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
文

学
旅
行
・
学
生
部
会
）
と
予
算
案
（
別
項
Ⅱ
）
　
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
を
経
て
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
大
会
か
ら
会

場
を
有
料
の
末
川
会
館
に
移
し
た
の
に
伴
っ
て
、

次
大
会
よ
り
大
会
参
加
費
を
徴
収
す
る
議
案
に
つ

き
、
審
議
の
上
承
認
さ
れ
た
。
参
加
費
の
金
額
は

評
議
員
会
に
一
任
き
れ
た
。
最
後
に
役
員
の
改
選

（
別
項
Ⅲ
）
が
行
わ
れ
、
新
会
長
福
田
晃
教
授
の

挨
拶
で
総
会
を
閉
じ
た
。
当
日
大
会
参
加
者
六
十

名
。
大
会
終
了
後
に
、
会
場
を
同
会
館
内
「
カ
ル

ム
」
に
移
し
、
恒
例
の
懇
親
会
が
、
水
田
教
授
の

学
位
取
得
の
お
椀
い
の
会
を
か
ね
て
催
さ
れ
た
。

I
　
会
計
決
算
報
告
（
昭
5
8
・
6
～
5
0
・
5
）

収
入
の
部

前
年
度
繰
越
金
　
　
　
七
〇
六
、
五
〇
七
円

会
　
　
　
費
　
　
四
三
一
、
二
〇
〇
円

補
　
助
　
金
　
　
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

雑

　

収

　

入

合
　
　
　
　
計

二
四
、
九
七
八
円

一
、
一
九
二
、
六
八
五
円

支
出
の
部

事

　

業

　

費

通

　

信

　

費

事
務
消
耗
費

雑

　

支

　

出

次
年
度
へ
の
繰
越
金

合
　
　
　
　
計
一
、

四
一
六
、
〇
〇
〇
円

一
一
〇
、
七
九
〇
円

二
、
一
二
一
円

一
三
、
三
五
一
円

六
五
〇
、
四
二
三
円

一
九
二
、
六
八
五
円

昭
和
五
十
九
年
度
予
算
（
昭
5
9
・
6
～
0
0
・
5
）

収
入
の
部

前
年
度
繰
越
金
　
　
六
五
〇
、
四
二
三
円

会
　
　
　
費
　
　
三
四
五
、
〇
〇
〇
円

稀

金
　
　
　
　
三
〇
、
0
0
0
円

入
　
　
　
一
〇
、
0
0
0
円

合
　
　
　
計
一
、
〇
三
五
、

支
出
の
部

事
　
業
　
費
　
　
四
五
〇
、

通
　
信
　
費
　
　
一
五
〇
、

事
務
消
耗
品
費
　
　
　
二
〇
、

雑
　
支
　
出
　
　
　
二
〇
、

次
年
度
へ
の
繰
越
金
　
三
九
五
、

合
　
　
　
計
一
、
〇
三
五
、

五
九

四
二
三
円

〇
〇
〇
円

〇
〇
〇
円

0
0
0
円

0
0
0
円

四
二
三
円

四
二
三
円


